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教育臨床心理実践センター公開講演会 

「女子少年院の矯正教育と法務教官の実際」報告 
 7 月 29 日（火）15 時～17 時に、教育実践センター機構棟 1 階 教育臨床実習室におい

て、古屋正次先生（交野女子学院長）をお招きし、女子少年院の役割や実践について理解

を深めました。 

 少年非行の推移と現状について、「犯罪白書」から見た少年非行の数的動向からすれば、

減っているようにみえるかもしれません。しかし、実際には少年による凶悪犯罪、街中の

少年の行状に見られるモラルの低下をわたしたちは強く感じています。 

 保護処分のながれにおいて、家庭裁判所に送られる非行少年のうち、12 万人のうち約 3%

の 3500 人程度が少年院送致となります。少年院は全国で 51 施設あり、女子少年院はその

うち 9 つです。全国ほぼ統一された内容での指導がなされています。学校教育との最大の

違いは、再非行の防止です。そのための矯正教育には 5つの指導領域(生活指導、職業補導、

教科教育、保健体育、特別活動)がありますが、そのうち最も重要なのが生活指導で、ここ

では非行性の除去を目指します。矯正教育の特徴は、処遇の個別化、規律と秩序、集団生

活、逃げ場のない環境、という点にあります。近年の重点的取組みとして、被害者の視点

を取り入れた教育、保護者への働きかけ、就労支援がすすめられています。交野女子学院

では、現在約 60 名収容されており、職員の多くが女性です。女子非行の特徴と処理上の問

題として、多くが薬物でその背景には不良男性があり、同時に暴力事件も増えているとい

うこと、女子少年特有の問題として、DV、妊娠・中絶、性被害、自傷、摂食障害等も少な

くないとのことでした。一方で、子供たちは可塑性に富んでいます。少年院での体験や交

流を通じて変化していきます。とはいえ、少女たちの家庭環境の劣悪さと環境調整上の諸

問題、更正を阻む危険因子には、難しい点が多々あります。 

 休憩をはさんで、法務教官の実際について前川先生よりうかがいました。少女たちやか

かわる法務教官の日々の実際について、寮担任や個別担任の業務、法務教官としてのやり

がいと辛さなどについて、大変具体的にその実際を詳細に教えていただきました。会場か

らはたくさんの質問があがり、先生方には一つ一つ丁寧に答えていただき、大変充実した

公開講演会となりました。 

 
古屋先生（交野女子学院長）（左）と法務教官の前川先生（右） 



心理教育相談室 新任カウンセラー 挨拶   岩井秀世 
 9 月より、心理教育相談室非常勤カウンセラーとして着任いたしました岩井秀世です。

高校教員の経験を経て大学院で臨床心理を学び、臨床心理士資格を取得しました。相談活

動は京都市子ども支援センターで子どもの相談に携わったことから、以後京都市・京都府・

私立学校のスクールカウンセラー、久御山町のカウンセラーとして子ども臨床・学校臨床

の経験を積んできました。また平成 18 年から 8 年間の京都府臨床心理士会理事在任中に、

子どもが被害者となる事故事件の緊急支援活動と東日本震災支援活動のとりまとめや後方

支援をしていました。その経験から、教育委員会やスクールカウンセラーのサポートをす

る役割を担うようになり、現在京都市スクールカウンセラーのスーパ—バイザー、京田辺市

教育委員会スーパーバイザーをしています。 

 学校臨床は人間関係の複雑な力動を読み解いていくのが難しいところではありますが、

気持ちが通じ合い関係がつながり始めると子どもの絶妙な変化が生じます。子どもたちは

瑞々しく研ぎすまされた感性を持っていて、大人の力を見定め機をとらえて成長するのだ

なとつくづく思います。周囲の大人の方々も自分自身と向き合って考え続けられますし、

懸命な姿に頭が下がります。これまでカウンセラーとしてそうした現場に立ち合わせてい

ただき多くを学びました。今後は学んだことを次に伝えていくことも大事と考えています。

新しい職場では新たな出会いを楽しみに仕事をしたいと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

スクールカウンセラー派遣について 
本センターでは、附属学校に「スクールカウンセラー（臨床心理士）」を派遣しています。 

＜派遣校＞附属桃山中学校（毎週火曜日，対象校は附属高等学校（月１回）、附属特別支

援学校中学部・高等部） 

＜派遣校＞附属桃山小学校（毎週水曜日，対象校は附属幼稚園（月１回）、附属特別支援

学校小学部） 

＜派遣校＞附属京都小中学校中高等部（毎週月曜日，対象校は附属京都小中学校初等部） 

また希望する附属学校を対象にして、教育臨床心理学コースの大学院生を「院生相談員」

として派遣しています。 

 

心理教育相談室について 

個人・家族・学校などの悩みや困った問題について心理的援助を行っています。まずは電話にて、

お気軽にご連絡ください。075-644-8824（月曜～金曜、午前 10時～午後 4時） 

 

教育臨床心理実践センター・スタッフ 

専任教員（センター長） 教授 本間友巳  カウンセラー 岩井秀世（月曜） 

兼任教員 教授 森孝宏  教授 内田利広  准教授 小松貴弘  講師 西村佐彩子 

相談補佐員 岩瀬佳代子（月曜） 荒井久美子（火・金曜） 金子真理子(水曜) 西山智栄子（木曜） 

 

 

 


